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研究成果の概要（和文）：本研究は、動く視覚刺激の検出と統合に関わる神経機構の解明ため、視覚システムの階層構
造の中で視覚的運動情報が抽出、統合、出力されていく情報処理プロセスを明らかにすることを目指し、動物実験とヒ
トの心理実験を組み合わせて行った。サル大脳MT/MST野からニューロン活動を記録し、ニューロンの反応特性を調べた
結果、MT野からMST野に情報処理が進むと、空間周波数特性が変化していき、視野全体の動きを処理することができる
ようになることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：To investigate neural mechanisms for detecting and integrating visual motion, we 
exposed various moving visual stimuli to human subjects, monkeys and mice, and analyzed their ocular 
responses. For a further understanding, we recorded neuronal activities in the cortical areas MT and MST 
of monkeys. The results indicate that most MT/MST neurons were tuned for spatial and temporal frequencies 
of motion stimuli, and the optimal spatial frequency for MST neurons was lower than for MT neurons, 
suggesting spatial integration between the areas.

研究分野：神経科学

キーワード： 神経科学　脳　視覚　眼球運動
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１．研究開始当初の背景 

 私達は自然な環境の中で、様々な方向に動

いている物体から視覚入力を受ける。また、

自分が動くと自分自身を包む環境全体から

も視覚的な動きを体験することとなる。この

ような環境の中にあって、入力されてくる視

覚情報の中から局所や空間周波数成分の動

きを検出し、その動きの情報を統合すること

によって、注目している物体の正確な動きを

知ること、また統合された大域の動きから、

その原因となった自らの動きを知ることは

視覚システムにとっての重要な課題である。 

 広い視野の視覚刺激が動く時、ヒトやサル

など霊長類では、その動きを追いかけるよう

にして眼が動く。この眼の動きは追従眼球運

動と呼ばれ、潜時が非常に短く、関与する神

経要素が少ないことから、視覚情報処理によ

って得られた運動情報がダイレクトな形で

観察できると考えられている。研究代表者は

研究開始当初までの研究で、この眼球運動の

発現には、大脳皮質 Middle Temporal（MT）

野、Medial Superior Temporal (MST)野、橋

核、小脳を含む神経回路が関与していること

を明らかにしてきた。この大脳高次視覚野を

介する経路は、網膜中心窩が発達していない

齧歯類では、あまり発達しておらず、広い視

野の視覚刺激が動くと、視蓋前野、前庭神経

核などを通る経路で立ち上がりの遅い視運

動性眼振と呼ばれる眼球運動が誘発される

ことが知られている。いずれの経路による眼

球運動も、視覚情報の中から局所や空間周波

数成分の動きが検出され、その動きの情報が

統合されることによって視野全体の動きが

捉えられて起こるが、その視覚情報からの動

きの検出と統合のプロセスには不明の点が

多い。視覚刺激の動きの検出機構については、

いくつかの先行研究があるが、いずれも出力

がモニターされていない状態での研究で、こ

の情報処理の結果がどこでどのように使わ

れているかがわからず、情報の統合のもっと

も重要な課題の一つである視野全体の統合

についての研究はあまり進んでいない。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、動く視覚刺激の検出と統合に関

わる神経機構の解明ため、視覚情報処理によ

って得られた運動情報がダイレクトな形で

現れる視覚的眼球運動の開始時の特性に注

目し、サルを対象としたニューロン活動記録

実験を中核に、ヒトやマウスを対象とした実

験を組み合わせ、視覚システムの階層構造の

中で視覚的運動情報が抽出、統合、出力され

ていく情報処理プロセスを明らかにするこ

とを目指した。 

 

３．研究の方法 

動く視覚刺激の検出と統合に関わる神経機

構の解明ため、視覚情報処理によって得られ

た運動情報がダイレクトな形で現れる視覚

的眼球運動を対象とし、（１）ヒト、サル、

ネズミを対象とした視覚刺激によって誘発

される眼球運動を計測する行動学的実験、

（２）サルを対象に、眼球運動課題実行中の

ニューロン活動を記録する電気生理学的実

験、（３）行動学的実験と電気生理学的実験

から得られたデータをもとに、シミュレーシ

ョンなど数理科学的手法による構成的解析、

を組み合わせて研究を進めた。 

 

４．研究成果 

① 視標を固視する訓練を施したサルを用い、

大脳高次視覚野 MT/MST 野からニューロン活

動を記録した。視覚刺激の動きに反応するニ

ューロンを分離し、準備したいくつかのサイ

ズのランダムドット像をCRT上の様々な位置

に呈示し、動かして、ニューロンの受容野を

調べた。次に様々な空間周波数の正弦波縞を

呈示し様々な時間周波数で動かして、記録さ

れたニューロンの時間空間周波数特性を調

べた。MT野 MST 野から記録されたニューロン



は、ともに 20 Hｚ近傍の時間周波数にチュー

ンした特性を示した。一方、空間周波数につ

いては、MT 野と MST 野のニューロンでは空間

周波数のチューニング特性が異なり、これま

で知られていた MT ニューロンと MST ニュー

ロンの動くランダムドット像刺激に対する

速度選択性の違いが空間周波数のチューニ

ング特性の違いによることが示唆される結

果を得た。この結果から MT 野から MST 野に

情報処理が進むと、空間周波数特性が変化し

ていき、視野全体の動きを処理することがで

きるようになることが明らかになった。 

② wild-type のマウスで、CRT 上に縦縞の正

弦波縞を呈示し水平方向に動かして誘発さ

れる眼球運動（視運動反応）を計測した。縦

縞の正弦波縞の高さ（縦の幅）を 5°, 15°, 

25°と変化させて調べたところ、5°の刺激

でも視運動反応が誘発された。次に縦 5°の

幅の縦縞の正弦波縞を様々な位置に呈示し

動かして誘発される視運動反応を計測し

た。マウスの網膜には中心窩はないことが

知られているが、大きな視運動反応が誘発

される網膜部位は視細胞の密度の高い部位

に対応することが明らかになった。また、

網膜上で ON 型双極細胞への情報伝達に障害

のある TRPM1 ノックアウトマウス、mGluR6 ノ

ックアウトマウスの視運動性反応の特性を

調べたところ、視運動性反応の開始部の利

得が低下していること、視運動性反応の維

持部、つまり視運動性眼振に障害が起こる

ことが明らかになった。 
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